
 

第 8 回(2005 年度)大会プログラム 
 

 

日時 2005年12月10日（土） 
 

会場 京都大学（吉田南キャンパス） 〒606-8501 京都市左京区吉田二本松町 
  TEL: 075-753-7531  URL: http://www.kyoto-u.ac.jp/ 
 

 
大会受付 9:00～   [吉田南総合館北棟１階]  
書籍展示 10:00～18:00  [吉田南総合館北棟３階 共北31] 
一般休憩室 [吉田南総合館北棟３階 共北32] 
昼食 受付にて配布の「ランチ･マップ」をご覧ください 
 
 
 

ワークショップ （10:00～11:40） 

[全 4 室：吉田南総合館北棟３階] 

1. 10:00～10:25  2. 10:25～10:50   3. 10.50～11:15.   4. 11:15 ～11:40 

 

１室［共北 33］「意味と語用論」 司会 田中廣明  （関西外国語大学） 
1. 英語法助動詞の否定と話し手の捉え方：need not と may not を中心として 

 長友俊一郎 （関西外国語大学大学院生） 

2. 英語における法助動詞と助動詞 have の「作用域の反転」現象について 

  片岡宏仁  （関西外国語大学大学院生） 

3. 英語の前置詞の意味拡張の背後にある推論のパターン： 

 文法化、認知語用論的アプローチに基づく分析 山口和之  （日本体育大学） 

 

２室［共北 34］「表現解釈の語用論」 司会 東森勲   （龍谷大学） 

1. 文副詞 surely の解釈をめぐって：語用論的アプローチ 

  岡本芳和  （関西外国語大学非常勤講師） 

2. 所有動詞の have および獲得動詞の定性効果と既存性 

  小深田祐子 （筑波大学大学院生） 

3. 「学生を元気にさせる大学」はなぜ変に響くか？ 森貞 （福井工業高等専門学校） 

4. 断りの慣用的表現「せっかくですが」に関する考察 

  山嵜章裕・横森大輔 （京都大学大学院生） 



３室［共北 35］「双方向性の語用論」 司会 西光義弘 （神戸大学） 
1. 依頼の談話に見られる中国語の感謝表現：日本語との対照 

  谷口龍子 （国際基督教大学大学院生） 

2. 同時通訳における訳出の妥当性の基準について：定名詞句を手がかりに 

  南津佳広 （神戸市外国語大学大学院生） 

3. 対話における日本語名詞句の連鎖パターンについての認知的考察 

  吉田悦子 （三重大学） 

 

４室［共北 36］「説得の語用論」 司会 杉本孝司 （大阪外国語大学） 
1. なぜ観客は納得するのか：映画の誤解修復方法 木津久美子（神戸市外国語大学大学院生） 
2. 基礎化粧品広告におけるメタファーの特徴と解釈 
  笠貫葉子 （日本大学） 
3. 新聞日本語の見出しの考察 趙順文  （台湾大学） 
 
 

 

総会 (12:40～12:55) 
[人間・環境学研究科棟 大会議室] 

 
 司会 林宅男  （桃山学院大学） 

1. 会長挨拶 小泉保  （日本言語学会顧問） 
2. 事務局長報告  林宅男  （桃山学院大学） 
3. 編集委員会報告  澤田治美 （関西外国語大学） 
4. 会計報告 山本英一 （関西大学） 
5. その他 

 

 

 

研究発表 (13:00～15:30) 

[全 5 室：吉田南総合館北棟３階] 

1. 13:00～13: 35  2. 13:35～14:10  3. 14: 20～14:55  4. 14:55～15:30 

 

１室［共北３H］ 司会 児玉徳美 （立命館大学） 

1. Sarcasm と「隠された」話者の態度について 唐住結子 （関西大学非常勤講師） 

2. 形態論と語用論 西川盛雄 （熊本大学） 

（10 分休憩） 

 司会 赤野一郎 （京都外国語大学）  

3. It-Cleft 構文：型と文脈 篠原弘樹 （大阪大学大学院生） 

4. A Corpus-Based Analysis of "Go and VERB" and "Go to VERB" Constructions 

 松本知子 （同志社女子大学非常勤講師） 



  

２室［共北 33］ 司会 山崎英一 （四天王寺国際仏教大学） 

1. 「だって」の意味論 山田大介 （神奈川大学大学院生） 

2. 「のに」：メタ心理的用法の観点から 松尾貴哲 （神奈川大学大学院生） 

（10 分休憩） 

 司会 吉村あき子（奈良女子大学）  

3. 省略の復元プロセス 永井典子 （茨城大学） 

4. 認知語用論と心の理論の接点：命題態度理解の発達的研究 

 松井智子 （京都大学） 

 

３室［共北 34］ 司会 加藤重広 （北海道大学） 
1. 意味論的・語用論的観点から見た日本語の他動詞構文のヴァリエーションについて： 

 非行為者性を中心に 澤田淳  （京都大学大学院生） 

2. 「ろくな/大した…ない」表現と非対格性 高見健一 （学習院大学） 

 （10 分休憩） 

  司会 彭国躍  （神奈川大学）  

3. ニュージーランド英語の談話標識 eh と日本語助詞「ネ」「ヨ」「ヨネ」の多義構造について 

  斎藤里香 （大阪外国語大学大学院生） 

4. 接尾辞ポイのモダリティ化 尾谷昌則 （東北学院大学） 

 

 

４室［共北 35］ 司会 堀素子  （関西外国語大学）  

1. 絵画の特徴を述べる共感覚表現とその効果 岩橋一樹 （大阪大学大学院生） 

2 ポライトネスに関わるプロソディの役割 吉成祐子 （神戸大学大学院生） 

 （10 分休憩） 

 司会 余維 （関西外国語大学）  

3. 日本語とドイツ語における誉めへの返答ストラテジー 

 中村香代子 （東京大学大学院生） 

4. 名詞の概念的役割解釈における類型化の試み 李在鎬・黒田航・井佐原均  

（情報通信研究機構けいはんな情報通信融合研究センター）    

  

５室［共北 36］ 司会 蓮沼昭子 （姫路獨協大学） 

1. 逆接表現の拡張用法とその語用論的効果に関する構文文法的考察： 

 「ケド」の終助詞的用法を例に 横森大輔 （京都大学大学院生） 

2. 対話に現れる文頭の「は」の機能について 有田節子 （大阪樟蔭女子大学） 

（10 分休憩） 

  司会 久保進  （松山大学） 

3. 助数詞の選択と対象の捉え方について 濱野寛子 （京都大学大学院生） 

4. opposite の意味論と語用論:：do the opposite を中心に 

  黒川尚彦 （大阪大学大学院生） 



 

 

 

シンポジウム （15:45～18:10） 

 ［人間･環境学研究科棟 大会議室］ 

 

歴史語用論：その可能性と課題 

 
司会 金水敏   （大阪大学） 

 
1. 歴史語用論の成立と射程 講師 小野寺典子 （青山学院大学） 

 

2. 初期近代英語における文法化：歴史語用論の観点から 

 講師 福元広二  （鳥取大学） 

 

3. 日本語史研究と文法化：敬語史の場合  

講師 森山由紀子 （同志社女子大学） 

 

 

 

 
 

閉会の辞 
小泉 保（日本言語学会顧問） 

 
 
 
 

懇親会（18:30～） 

カフェレストラン 「カンフォーラ」 
［吉田キャンパス 本部構内］ 

（会費 4,000 円） 
 
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

学会事務局：会長 小泉保 〒594-1198 大阪府和泉市まなび野 1-1 桃山学院大学・日本語用論学会

事務局・林宅男研究室内 TEL 0725-54-3131（代表）psj-hayashi@kcc.zaq.ne.jp 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/psj4/index.html 


